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防火技術者協会日本支部

（略称:SFPE 日本支部）の
情報をお知らせします

1. キックオフ・
ミーティング

開催される
　SFPE日本支部は、さる 9 月 27
日(金)、キックオフミーティングが、
独立行政法人消防研究所平野理事
長をはじめ、4名の御来賓を含む、
42 名の参加により、スクワール麹
町寿の間で、18時より開催された。
5月 31 日に創立総会から約 4 ヶ月
経て、実質的な活動のスタートと

なった。当日は、日本支部会友の

入会申込みも合わせて行い、正式
に SFPE 日本支部が、会友 36 名
（内の SFPE 本部会員 18 名）の
組織となった。

キックオフミーティング参加者：
42名(内、来賓 4名)日本支部会友
申込者 36名

１.  支部長挨拶
18：00の定刻に富松副支部長の
司会進行により開始された。

佐藤支部長が、開催の挨拶と、
SFPE及び日本支部の役割等の紹
介を行った。

組織の紹介は、5月 31日の設立
総会や建築や火災の専門誌に紹介

記事を掲載するとともに、会員の
相互研鑽と地位の向上、組織発展

のための啓蒙を行っている。

２.  日本支部定款説明・支部定款内
規説明
事業担当の矢代理事から、日本

支部定款の説明を、配布資料に従
って行った。

日本支部の定款は、英文が正式
なものであるが、それを日本文と

して整備したものである。制定・

交付は、5月 31日の設立総会で、
SFPE部から承認を受けたもので
ある。日本文の定款は、本ミーテ
ィングにて承認され、9月 27日
をもって、施行された。
ひきつづいて、広報担当の堀田

理事から､日本支部定款内規(案)の
説明を行った。定款内規は、実際

の事業を行う上で、必要になる実

質的な取り決めのみを記載したも
のである。

支部の名称及び通称、事務局の
所在地、会費及びその振込先、入

会手続き、会員の特典、総会の開
催時期等が決められている。定款

内規は、本ミーティングにて承認

された。

３.  来賓挨拶
独立行政法人消防研究所平野理

事長より、ご祝辞を賜った。

SFPE･Jニュース　４号



４.  報告事項
　笠原総務理事並びに上原会計理
事から各種報告が行われた。

①理事紹介
2002年度理事 8名が紹介された。
支部長　　佐藤博臣

副支部長　富松太基
総務理事　笠原　勲

会計理事　上原茂男
理事(事業担当)　矢代嘉郎
理事(海外担当)　関沢　愛
理事(広報担当)　堀田博文
理事(学生担当)　原田和典
②会員申請状況紹介

(笠原総務理事)
会員の現状は、以下の通り報告
され、8月 6日に、入会申請の説
明会を開催するなど、本部会員の
申請の支援を実施している旨の報

告がされた。
SFPE(本部)会員　　　　18名

(Member:15名)
(Affiliate:3 名)

SFPE(本部)会員申請中　11名
会員・会友の入会希望者は 45名
合計　74名になる。
③支部活動計画と報告

(上原会計理事)
配付資料に従い、年間活動計画
と報告が行われた。

1) 定期総会は、毎年 2月に予定
する。

2) 理事会は、年間 4回開催する。
2002年度は、3回実施済であ
る。

3) メンバーミーティングは、年
間 4回開催する。

4) 会員の増強活動　会のアピー
ールとともに、入会希望者の
支援を行う。

5) 研究及び調査活動　年 2回程
度の講演会、見学会を開催す

る
6) 会員への連絡広報活動　名簿
の作成、日本支部会報(SFPE･
Jニュース)の配布など

7) 支部組織の充実活動　基盤の
確立及び学生会員の組織の設
立

8) 会費

５.  懇親会
　関沢理事司会進行により懇親会

来賓の国土交通省住宅局後藤隆
之建築物防災対策室長、消防庁小

林恭一予防課長、東京消防庁予防

部秋山修一副参事、また､(財)日本
消防設備安全センターの神特別参

与、など、和やかな中に、日本支
部の実質的なスタートとして、今

後の活動にスタートをしたことを

実感した一時であった。
富松副支部長より締めの挨拶を

行い、20:00にお開きとなった。

２. SFPE　Today
September/October 2002

SFPE　Today
September/October 2002が発行さ
れた。掲載記事の要約を以下に示
します。

シンポジウム等の予定

December 5,6
Symposium on Issues in Fire
Risk Assessment and
Management – New Orleans, LA
5日の午前 5題・午後 5題の計 10
題の発表と討論が、6 日の午前 4
題・午後 5 題の計 9 題の発表と討
論が予定されている。SFPE、
NFPA、ISO、米国内の動きの他、
英国、スイス、オーストラリアに

おける動向が紹介される予定であ
る。

March 24-27
Professional Development Week -
Las Vegas, NV
Fal l  2004
5th International Conference on
Performance-based Codes and
Fire Safety Design Methods to
Move to Europe in 2004.
1996年から２年おきに開催されて
いる。2004年秋にパリで開催が予
定されている。

  
新会員の紹介

2002年１月から入会した新会員 69
名のリストが掲載された。13名の
日本支部の会員も含まれている。

 
出版物の紹介

Fire Protection Engineering in
Building Design (会員：$40、非
会員$49.99)

３. SFPE 本部会員
第３次募集

 　本部会員申請に関する支援を行
っています。本部会員の第 2 次募
集で、9 月末に 11 名の希望者が入
会申請しました。SFPE本部の理事
会の審査は、11 月中旬に予定され
ており、その結果を待つ状況です。
日本支部では、12 月中旬を期限と
して第 3 次募集することになりま
した。その後は、各個人ベースで

の申請となります。この機会に、
奮って申し込み下さい。申請に関

する必要書類は、SFPE本部と簡素
化について、引き続き協議してお

ります。

　今まで発生した書類上でトラブ
ルの主たる原因は、作成した書類

が、文字化けして SFPE本部で読め
ない。特に、日本語フォントを使

用している場合、スペースの文字
が全角であるとそれが判別しがた

いので注意を要する。また、会費

の支払い方法欄の“レ”チェック
漏れ、クレジットカード番号や氏

名のスペリングの誤りなどがあり
ます。ご注意願います。

　問い合わせの担当理事は、以下
の通りです。

A． 設計事務所ほか：富松
B． ゼネコン：佐藤・笠原・上
原・矢代

C．防災コンサルタント・メーカ
ー：堀田

D．損害保険関係：矢代
E．大学・研究機関：関沢・原田

　さらに数多くの申請の応募をお
待ちしています。

申込みはsfpejc@giga.ocn.ne.jpまで

４.おしらせ
　日本支部総会を SFPE本部技
術理事の講演を含め 03年 1月末
開催で調整しています。

性能規定を実施した建築物の
見学会を 03年 2月末実施で調整
しています。
　　　　　　　　　　　△

SFPE（米国本部）への申請をお手伝いします
SFPE日本支部へは誰でも入会できます
SFPE日本支部会友を募集しています。


